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エグゼクティブサマリー

3

2025年2月期3Q累計

• 昨年2月に発生したランサムウェア被害により、発注・仕入等に支障が生じ、店頭サービス・
品揃えなどで一部混乱が発生。1Qは販売機会逸失等による利益影響（約29億円）あり

• 2Q以降は客数の回復最優先で取組み、着実に回復。現在「創造的復興」を推進中

• 8月にサニー事業（西友から承継した九州事業）のPMIを進めると同時に、
9月にゆめモール五日市を建替えオープン(S&B)し、大型活性化等も計画通り遂行

• 既存店売上高前年比について、１Qは直営はシステム障害による影響を受けた一方、
テナントが業績の支えとなった。2Q～3Qは客数回復とともに堅調に推移

4Q以降の見通し

• 継続するインフレ環境に対し、価格対応や販促の強化を実施していくとともに、課題である
値下・在庫マネジメント等の回復を進め、店舗競争力を高めていく

• 自社PB開発に向けたプロジェクトの推進とサニー事業等のPMIに注力
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＜ 本資料に関するお問合せ先 ＞

株式会社イズミ 経営企画部 経営企画課 佐藤・綿味・下川

電話 082-264-5994 / FAX 082-261-5895

経営理念

「社員が誇りと喜びを感じ、

地域とお客さまの生活に貢献し続ける」
本資料には、当社及び関係会社の将来についての計画や戦略、業績に関する予測及び見通しの記述が
含まれています。また、経済動向や個人消費、市場概要、税制や諸制度などに関わるリスクや不確実性を
含んでいます。実際の業績は当社の見込みとは異なる可能性があることをお含みおきください。

イズミHPサステナビリティサイト社会環境報告書
2024

統合報告書2024
（日本語・英語）
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• 各数値は端数処理をしているため、合計は必ずしも一致しない場合があります。 16

2025/2期（FY24）業績計画

24年度計画はランサムウェア被害からの回復、第2次中期経営計画の最終年度に向けた基盤づくり

• ランサムウェア被害による客数減の影響からのリカバリーによるトップライン回復を最優先。マネジメントの回復に時間がかかる

• 継続するインフレ環境に対し賃上げを実施。商品政策ではランサムウェア被害からの回復期から下期は更なるインフレ対応を行う

• M&A案件のPMI推進。新店は予定どおり開業、昨年加速させた既存店活性化へも投資を行い、継続的な成長を図る

• 下期はランサムウェア影響で遅れていたニチリウへの対応等、抜本的な価格訴求策・商品政策に一層注力することで、中計最終年
度に向けた万全の態勢整備を実施する

営業利益の変動（億円）
前期比

100.6%

（新店のランニングコスト増加を含む）

前期
314
億円

実質
316
億円

計画
265
億円

広告宣伝費
△8億円

その他販管費
△12億円

営業総利益
+33億円

DX投資等による
積極的経費増

△6億円

水道光熱費
△11億円

ランサムウェア
被害による影響

△29億円

（ 実 質 ） 当 期前 期

EBITDAの変動（億円）

前期 485億円
実質 501億円
（前期比103.1％）

計画 472億円
（前期比97.1％）

※ランサムウェア被害の
影響を除くベース

取得関連
費用

△5億円

前期比
84.3%

創業費の減少（7億円）を含む

人件費
△29億円

M＆A関連
+18億円
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2015年以降、太陽光発電パネルの設置を進めるほか、2021年からは

PPA「Power Purchase Agreement(電力販売契約)」モデルの導入

を推進。「ゆめマート西条」「ゆめタウン飯塚」「ゆめマート新大村」では、

再生可能エネルギーを100％使用しています。

再生可能エネルギー利用拡大

フードドライブの実施店舗拡大

20

1 太陽光発電で「創エネ」実践

補足資料 ESG（環境）

ペットボトルの水平リサイクル

飲料ラベルのリサイクル実験開始

２ プラスチックによる環境負荷を低減

「ゆめマート新大村」

３ 食品ロスを削減するために ４ 店頭でのリサイクル活動を促進

お客さまのご家庭で未利用の食品を

寄付してもらい、必要とする人に届け

るのが「フードドライブ」です。食品ロス

削減と社会貢献ができる活動として

認知度が高まり、寄付点数は年々

増加しています。

三菱ケミカルグループ株式会社との協働で、

飲料のラベルを再びラベルにする水平リサイク

ル「ラベルtoラベル」の実証実験を実施してい

ます。2023年10月2日に「ゆめタウン大竹」

「ゆめマート西条」へ回収ボックスを設置し、リ

サイクル活動の啓発にも力を入れています。

使用済みペットボトルを新しいペットボトルに再生する「ボトルtoボトル」の

水平リサイクルを実施しています。回収機の設置店舗を増やし、お客さまに

ご協力を呼びかけています。

店頭の回収機

お菓子や飲料などが寄付されました 回収ボックスには小学生のメッセージ

実施店舗数 70 店舗

寄付団体数28 団体

（2023年度）

ペットボトルの水平リサイクル
回収本数

8,610,705 本

（2023年度）

太陽光パネル
設置店舗数

23 店舗
（2024年2月現在）










